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裾野市 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

調査結果報告書 

 

令和６年９月 

裾 野 市 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

令和２年３月に策定した「第２期裾野市子ども・子育て支援事業計画」の見直しにあたり、市

民の教育・保育・子育て支援に係る事業の“現在の利用状況”や“今後の利用希望”を把握し、

「第３期裾野市子ども・子育て支援事業計画」で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の“量

の見込み”を算出する基礎資料とすることを目的に実施しました。 

２ 調査の設計 

（１）調査地域 裾野市全域 

（２）調査対象 ① 就学前児童：市内に在住の就学前の子どものいる家庭 

② 小学生  ：市内に在住の小学生の子どものいる家庭 

（３）標本数  ① 就学前児童：1,000人 

② 小学生  ：1,000人 

（４）調査方法 郵送配布－郵送回収 

（５）調査期間 令和６年６月５日～令和６年６月24日 

３ 回収結果 

 

 配布・発送数 有効回収数 有効回収率 

就学前児童 1,000人 610人 61.0％ 

小学生 1,000人 571人 57.1％ 

※有効回収数とは、回収数のうち、無記入や拒否などの無効票数を除いた数 

 

 

概要版 
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４ 調査回答者の属性 

（１）調査回答者 

項目 合
計 

母
親 

父
親 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前児童 
回答者数（人） 610 524 83 0 3 

構成比 （％） 100.0 85.9 13.6 0.0 0.5 

小学生 
回答者数（人） 571 498 72 0 1 

構成比 （％） 100.0 87.2 12.6 0.0 0.2 

 

（２）調査対象の子どもの年齢 ※歳児・学年は、令和６年４月１日時点 

① 就学前児童  

項目 合
計 

令
和
６
年 

４
月
以
降
生
ま
れ 

０
歳
児 

１
歳
児 

２
歳
児 

３
歳
児 

４
歳
児 

５
歳
児 

無
回
答 

就学前児童 
回答者数（人） 610 8 99 83 116 100 91 104 9 

構成比 （％） 100.0 1.3 16.2 13.6 19.0 16.4 14.9 17.0 1.5 

 

② 小学生 

項目 合
計 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

４
年
生 

５
年
生 

６
年
生 

無
回
答 

小学生 
回答者数（人） 571 85 96 88 101 97 87 17 

構成比 （％） 100.0  14.9 16.8 15.4 17.7 17.0 15.2 3.0 

 

 

５ 報告書の見方 
 

（１）回答率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出し、小数点以下第２位を四捨五入

しています。したがって、比率の数値の合計が100.0％にならない場合があります。 

（２）回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出しています。したがって、複数回答

可の設問は全ての比率を合計すると100.0％を超える場合があります。 

（３）グラフ中の「ｎ（Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｃａｓｅの略）」は基数で、その質問に回答すべき

人数を表しています。 

（４）前回調査結果（平成 30 年度）との比較は、5.0 ポイント以上差異がある項目についてふ

れています。 

（５）グラフ・本文のスペースの都合上、各項目・選択肢を省略して表示している場合があります。 
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Ⅱ 調査結果（抜粋） 

◎子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）日頃、子どもをみてもらえる人について（複数回答可） 

【就学前：問10、小学生：問10】 

 

日頃、子どもをみてもらえる人については、就学前児童において「緊急時もしくは用事の際には祖

父母などの親族にみてもらえる」が55.1％と最も多く、次いで「日常的に祖父母などの親族にみても

らえる」が27.0％、「いずれもいない」が19.3％などとなっています。 

小学生においても「緊急時もしくは用事の際には祖父母などの親族にみてもらえる」が49.4％と最

も多く、次いで「日常的に祖父母などの親族にみてもらえる」が32.7％、「いずれもいない」が

16.1％などとなっています。 

 

（２）子育てについて気軽に相談できる人・場所の有無（単数回答）及びその相談先（複数回答可） 

【就学前：問11・問 11－１、小学生：問11・問 11－１】 

 

 

 

 

 

 

 

子育てについて気軽に相談できる人・場所の有無については、就学前児童において「いる／ある」

が92.5％を占めています。小学生においても「いる／ある」が90.7％を占めています。 

 

 

日常的に祖父母などの親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母などの
親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人
がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみて
もらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(％)

27.0 

55.1 

1.0 

6.4 

19.3 

1.3 

32.7 

49.4 

1.8 

14.9 

16.1 

0.4 

0 20 40 60

就学前児童

ｎ＝610

小学生

ｎ＝571

就学前児童
ｎ＝610

小学生
ｎ＝571

92.5 

90.7 

5.4 

8.1 

2.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる／ある いない／ない 無回答
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       ＜相談先＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談先については、就学前児童において「祖父母などの親族」が84.6％と最も多く、次いで「友人

や知人」が73.9％、「保育士」が23.4％などとなっています。小学生においては「友人や知人」が

79.3％と最も多く、次いで「祖父母などの親族」が78.0％、「小学校の先生」が30.5％などとなっ

ています。 

平成30年度調査と比較すると、小学生において「祖父母などの親族」が6.4ポイント増加し、「友

人や知人」が5.6ポイント減少しています。 

 

 

就学前児童 小学生

(％) (％)

祖父母などの親族

友人や知人

近所の人

子育て支援セン
ター・ＮＰＯ

県の保健所

市の保健師

保育士

幼稚園教諭

認定こども園教諭

小学校の先生

家庭相談員

県の児童相談所

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連
担当窓口

子育てサークル

その他

無回答

84.6 

73.9 

7.1 

8.0 

0.0 

7.3 

23.4 

12.9 

10.5 

0.4 

0.4 

0.0 

7.1 

1.8 

1.2 

3.9 

0.0 

82.9 

77.5 

8.2 

11.1 

26.2 

18.5 

0.4 

0.0 

0.2 

6.5 

1.4 

1.2 

0.3 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝564

平成30年度

ｎ＝1,245

78.0 

79.3 

10.0 

2.9 

0.0 

2.1 

30.5 

1.2 

0.8 

0.4 

5.0 

0.4 

0.8 

4.2 

0.8 

71.6 

84.9 

8.9 

1.6 

31.9 

1.6 

0.3 

0.3 

5.7 

1.4 

3.5 

0.8 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝518

平成30年度

ｎ＝370

※ 就学前児童 

のみの選択肢 

※ 小学生のみ 

の選択肢 

【平成3０年度調査における 

各選択肢について】 

 

※就学前児童・小学生について、

「県の保健師」「市の保健師」は

あわせて１つの選択肢であったた

め、比較はしない。また「自治体

の子育て関連担当窓口」は選択肢

として設けられていなかった。 

 

※就学前児童について「認定こども

園教諭」は選択肢として設けられ

ていなかった。 
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（３）子育てに関する支援情報の入手先（複数回答可） 

【就学前：問12、小学生：問12】 

 

 

【平成3０年度調査における各選択肢について】 

 

※就学前児童・小学生について、ともに「ＳＮＳ」「すその子育て応援アプリ」は選択肢として設けられていなかった。 

 

※就学前児童について、「認定こども園」は選択肢として設けられていなかった。 

※小学生について、「保育園」「幼稚園」「認定こども園」は選択肢として設けられていなかった。 

 

子育てに関する支援情報の入手先については、就学前児童において「知人・友人」が50.3％と最も

多く、次いで「インターネット」が46.2％、「保育園」「ＳＮＳ」がともに29.5％などとなっていま

す。小学生においては「小学校」が69.9％と最も多く、次いで「知人・友人」が55.3％、「インター

ネット」が31.9％などとなっています。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において「幼稚園」「知人・友人」「広報すその」が5.0

ポイント以上減少しています。小学生においては「知人・友人」が13.1ポイント減少しています。 

 

 

就学前児童 小学生

(％) (％)

市役所の窓口

小学校

保育園

幼稚園

認定こども園

知人・友人

子育てサークル

広報すその

テレビ

ラジオ

新聞・雑誌

インターネット

ＳＮＳ

すその子育て応援アプリ

その他

入手していない

無回答

11.3 

29.5 

16.7 

12.1 

50.3 

3.1 

25.2 

10.2 

0.3 

1.8 

46.2 

29.5 

10.2 

3.4 

2.8 

1.8 

13.2 

32.8 

25.1 

59.1 

4.5 

36.6 

10.6 

0.5 

5.0 

47.4 

2.4 

3.0 

1.6 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝610

平成30年度

ｎ＝1,317

5.1 

69.9 

5.3 

3.5 

1.4 

55.3 

1.1 

27.3 

7.9 

0.0 

3.5 

31.9 

19.8 

1.9 

1.1 

5.6 

1.9 

5.0 

68.2 

68.4 

1.7 

29.1 

10.7 

0.5 

4.7 

28.6 

2.2 

6.7 

2.7 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝571

平成30年度

ｎ＝402

※ 小学生のみ 

の選択肢 
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◎保護者の就労状況について 

（１）母親の就労状況（単数回答） 

【就学前：問13（１）、小学生：問13（１）】 

 

 

 

母親の就労状況については、就学前児童において「フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休

業中でない」が28.4％と最も多く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労していない」が

27.5％、「パート･アルバイトなどで就労しており、産休･育休･介護休業中でない」が26.9％などと

なっています。小学生においては「パート･アルバイトなどで就労しており、産休･育休･介護休業中で

ない」が44.6％と最も多く、次いで「フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休業中でない」が

34.2％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」が16.8％などとなっています。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において「以前は就労していたが、現在は就労していな

い」が12.6ポイント減少しています。 
 
 

※「問 13 保護者の就労状況」の回答対象者は下記設問の回答をもとに分類しているため、「問７ 父母との同居状況」の回答数とは

一致しない。 

 

家族類型 問４ 調査の回答者 問５ 回答者の配偶関係 

両親のいる世帯 ⇒ 母親および父親 配偶者がいる 

母親のみひとり親世帯 ⇒ 母親 配偶者がいない 

父親のみひとり親世帯 ⇒ 父親 配偶者がいない 

回答者その他のため不明 ⇒ その他 - 

 
 

就学前児童
ｎ＝603

小学生
ｎ＝565

28.4 

34.2 

11.9 

1.2 

26.9 

44.6 

2.0 

0.2 

27.5 

16.8 

1.8 

1.9 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休業中でない

フルタイムで就労しているが、産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイトなどで就労しており、産休･育休･介護休業中でない

パート･アルバイトなどで就労しているが、産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

就学前児童
ｎ＝1,293

小学生
ｎ＝397

23.3 

30.7 

8.7 

0.8 

22.7 

45.3 

2.2 

0.5 

40.1 

19.4 

2.0 

1.8 

1.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休･育休･介護休業中でない

フルタイムで就労しているが、産休･育休･介護休業中である

パート･アルバイトなどで就労しており、産休･育休･介護休業中でない

パート･アルバイトなどで就労しているが、産休･育休･介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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◎平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（単数回答）・ 

現在、利用している定期的な教育・保育事業（複数回答可） 

【就学前：問14・問 14－１】 

 

＜現在、利用している定期的な教育・保育事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況については、「利用している」が69.3％、「利用していな

い」が30.3％となっています。 

現在、利用している定期的な教育・保育事業については、「私立認定こども園」が24.1％と最も多

く、次いで「私立認可保育園」が17.7％、「公立認可保育園」が17.5％などとなっています。 
 

就学前児童
ｎ＝610

69.3 30.3 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

公立幼稚園

私立幼稚園

幼稚園の預かり保育

公立認可保育園

私立認可保育園

公立認定こども園

私立認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育(保育ママ)

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

児童発達支援施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(％)

14.9 

12.8 

3.5 

17.5 

17.7 

1.2 

24.1 

3.3 

0.0 

2.1 

0.2 

4.0 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0 10 20 30

就学前児童

ｎ＝423
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（２）現在、利用している定期的な教育・保育事業の実施場所（単数回答） 

【就学前：問14－３】 

 

現在、利用している定期的な教育・保育事業の実施場所については、「裾野市内」が81.6％と最も

多く、次いで「裾野市外」が8.3％となっています。 

 

（３）定期的に利用したいと考える平日の教育・保育事業（複数回答可） 

【就学前：問15】 

 

定期的に利用したいと考える平日の教育・保育事業については、「私立認定こども園」が34.8％

と最も多く、次いで「公立認可保育園」が34.1％、「公立認定こども園」が29.5％などとなってい

ます。 
 

就学前児童
ｎ＝423

81.6 8.3 10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

裾野市内 裾野市外 無回答

公立幼稚園

私立幼稚園

幼稚園の預かり保育

公立認可保育園

私立認可保育園

公立認定こども園

私立認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育（保育ママ）

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

児童発達支援施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(％)

29.3 

23.8 

18.4 

34.1 

27.7 

29.5 

34.8 

8.0 

1.3 

4.9 

1.5 

4.6 

1.0 

4.1 

6.6 

1.3 

2.1 

0 20 40 60

就学前児童

ｎ＝610



 

9 

（４）教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイント（複数回答可） 

【就学前：問17】 

 
教育・保育事業の施設を選ぶ際のポイントについては、「自宅からの距離」が90.5％と最も多く、

次いで「施設職員の子どもへの接し方」が63.8％、「給食の有無」が51.3％などとなっています。 

 

 

自宅からの距離

施設職員の子どもへの接し方

給食の有無

職場からの距離（通勤経路上にあること）

施設の広さや設備の良さ

利用日や利用時間帯（延長や休日利用など）

運営の方針内容

利用料が安い

兄弟姉妹の在園の有無

祖父母など親族宅から近い

通園バスの有無・コースの利便性

その他

無回答

(％)

90.5 

63.8 

51.3 

49.2 

44.6 

43.0 

41.5 

33.0 

18.9 

11.8 

11.1 

3.9 

1.3 

0 20 40 60 80 100

就学前児童

ｎ＝610
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◎病気の際の対応について 

※対象の子どもが平日の定期的な教育・保育事業を利用している回答者の方のみ（就学前児童） 

（１）過去１年間の子どもが病気やケガで学校を休んだり教育・保育事業を利用できなかったことの有無 

                                      （単数回答） 

学校を休んだ場合や定期的な教育・保育事業を利用できなかった場合の対処方法（複数回答可） 

【就学前：問22・問 22－１、小学生：問16・問 16－１】 

 

過去１年間に子どもが病気やケガで学校を休んだり教育・保育事業を利用できなかったことの有無

については、就学前児童において「あった」が81.3％、「なかった」が15.1％となっています。小学

生においては「あった」が78.1％、「なかった」が21.9％となっています。 

 

＜就学前児童 対処方法・年間平均利用日数＞ 

 
病気やケガで学校を休んだり教育・保育事業を利用できなかった際の対処方法については、就学前

児童において「母親が休んだ」が81.4％と最も多く、その年間平均日数は11.6日、次いで「父親が

休んだ」が38.1％で、その年間平均日数は5.6日などとなっています。 

 

 

就学前児童
ｎ＝423

小学生
ｎ＝571

※0.0％非表示

81.3 

78.1 

15.1 

21.9 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

父親が休んだ 5.6 日

母親が休んだ 11.6 日

父親又は母親のうち就労していない方が子ども
をみた

15.3 日

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみても
らった

7.3 日

病児・病後児の保育を利用した 7.6 日

ファミリー・サポート・センターを利用した 0.0 日

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 1.0 日

その他 7.2 日

無回答

(％) <年間平均>

38.1 

81.4 

19.2 

23.3 

7.6 

0.0 

0.3 

2.0 

0.3 

0 20 40 60 80 100

就学前児童

ｎ＝344
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＜小学生 対処方法・年間平均利用日数＞ 

 

小学生においては「母親が休んだ」が70.2％と最も多く、その年間平均日数は6.2日、次いで「父

親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」が25.8％、その年間平均日数は9.2日などとな

っています。 

 

 

＜対処方法【経年比較】＞ 

 

 
平成30年度調査と比較すると、就学前児童・小学生の双方において「父親が休んだ」「母親が休ん

だ」がいずれも10.0ポイント以上増加しています。 

 

父親が休んだ 3.4 日

母親が休んだ 6.2 日

父親又は母親のうち就労していない方が子ども
をみた

9.2 日

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみても
らった

4.9 日

病児・病後児の保育を利用した 5.5 日

ファミリー・サポート・センターを利用した 0.0 日

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 2.7 日

その他 5.1 日

無回答

(％) <年間平均>

23.1 

70.2 

25.8 

19.1 

1.3 

0.0 

6.3 

3.1 

0.2 

0 20 40 60 80

小学生

ｎ＝446

就学前児童 小学生

(％) (％)

父親が休んだ

母親が休んだ

父親又は母親のうち就労していない方が子ど
もをみた

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて
もらった

病児・病後児の保育を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

38.1 

81.4 

19.2 

23.3 

7.6 

0.0 

0.3 

2.0 

0.3 

21.6 

69.5 

27.5 

27.5 

1.3 

0.3 

1.3 

0.2 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝344

平成30年度

ｎ＝639

23.1 

70.2 

25.8 

19.1 

1.3 

0.0 

6.3 

3.1 

0.2 

9.9 

55.4 

32.4 

20.7 

0.9 

7.0 

0.9 

0.5 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝446

平成30年度

ｎ＝213
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（２）この１年で、子どもが病気やケガで学校を休んだり教育・保育事業が利用できなかった時に父

親または母親が仕事を休んだ人のみ 

病児・病後児保育施設の利用意向（単数回答） 

【就学前：問22－２、小学生：問16－２】 

 

  

病児・病後児保育施設の利用意向については、就学前児童において「できれば病児・病後児保育施

設などを利用したい」が36.5％、「利用したいとは思わない」が62.2％となっています。小学生にお

いては「利用したいとは思わない」が85.0％を占めています。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」が15.6ポイント減少しています。 

 

就学前児童
ｎ＝288

小学生
ｎ＝327

36.5 

14.1 

62.2 

85.0 

1.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば病児・病後児保育施設などを利用したい

利用したいとは思わない

無回答就学前児童
ｎ＝449

小学生
ｎ＝122

52.1 

19.7 

47.7 

80.3 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば病児・病後児保育施設などを利用したい

利用したいとは思わない

無回答

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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◎小学校就学後の放課後の過ごし方について 

※対象の子どもが来年度小学校に入学する回答者の方のみ（就学前児童） 

（１）小学校低学年時及び高学年時の放課後の過ごし方の希望（複数回答可） 

【就学前：問26・問 27】 

＜低学年時の放課後の過ごし方の希望＞ 

 

＜放課後児童室の希望利用終了時刻＞ 

 

 

放課後の過ごし方の希望については、小学校低学年時において「放課後児童室」が53.8％と最も多

く、次いで「自宅」が48.1％、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が33.7％な

どとなっています。小学校低学年時の「放課後児童室」に預けたい時間については、「18時台まで」

が53.6％と最も多くなっています。 

自宅 3.7 日

祖父母宅や友人・知人宅 3.2 日

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学
習塾など）

1.9 日

放課後児童室 4.4 日

放課後子ども教室（すそのん寺子屋など） 2.2 日

児童館 3.0 日

ファミリー・サポート・センター 0.0 日

放課後等デイサービス 4.0 日

その他（公民館、公園など） 1.5 日

無回答

(％) <週平均>

48.1 

9.6 

33.7 

53.8 

6.7 

2.9 

0.0 

7.7 

5.8 

1.0 

0 20 40 60

就学前児童

ｎ＝104

16時台まで

17時台まで

18時台まで

19時台以降

無回答

(％)

8.9 

23.2 

53.6 

5.4 

8.9 

0 20 40 60

就学前児童

ｎ＝56
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＜高学年時の放課後の過ごし方の希望＞ 

 

 

＜放課後児童室の希望利用終了時刻＞ 

 

 

放課後の過ごし方の希望については、小学校高学年時においては「自宅」が66.3％と最も多く、次

いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が49.0％、「放課後児童室」が30.8％

などとなっています。小学校高学年時の「放課後児童室」に預けたい時間については、小学校低学年

時と同様に「18時台まで」が53.1％と最も多くなっています。 

 

自宅 3.7 日

祖父母宅や友人・知人宅 2.3 日

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学
習塾など）

2.0 日

放課後児童室 4.1 日

放課後子ども教室（すそのん寺子屋など） 2.8 日

児童館 2.8 日

ファミリー・サポート・センター 0.0 日

放課後等デイサービス 4.0 日

その他（公民館、公園など） 1.8 日

無回答

(％) <週平均>

66.3 

13.5 

49.0 

30.8 

6.7 

3.8 

0.0 

7.7 

9.6 

3.8 

0 20 40 60 80

就学前児童

ｎ＝104

16時台まで

17時台まで

18時台まで

19時台以降

無回答

(％)

12.5 

12.5 

53.1 

9.4 

12.5 

0 20 40 60

就学前児童

ｎ＝32
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◎放課後児童室の利用状況・利用意向について 

（１）放課後児童室の利用状況（単数回答） 

【小学生：問14】 

 

 
※平成 30 年度調査では、当時放課後児童室が受け入れ対象としていた小学１～３年生のこどもがいる回答者のみを対象としている。 

 

※令和６年度の回答のうち、小学１～３年生のみを集計した結果 

 

放課後児童室の利用状況は、「利用している」が25.2％、「利用していない」が74.6％となってい

ます。 

小学１～３年生のみに限定して平成30年度調査と比較すると、「利用している」が19.2ポイント増

加しています。 
 

小学生
ｎ＝571

25.2 74.6 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

小学生
ｎ＝199

23.6 76.4 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

小学生
ｎ＝269

42.8 56.9 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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（２）来年度以降の長期休暇中における放課後児童室の利用意向（単数回答） 

【小学生：問15（４）】 

 

 

 

来年度以降の長期休暇中における放課後児童室の利用意向については、「利用する必要はない」が

57.4％と最も多く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が22.5％、「低学年（１

～３年生）の間は利用したい」が12.8％となっています。 

平成30年度と比較すると、「利用する必要はない」が9.6ポイント減少し、「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」「高学年（４～６年生）になっても利用したい」がそれぞれ増加しています。 

 

＜長期休暇中の利用希望終了時刻＞ 

 

長期休暇期間中の利用希望終了時刻については、「18時台」が35.8％と最も多く、次いで「17時

台」が31.5％、「16時台」が17.0％となっています。 

平成30年度と比較すると、平成30年度においては16時台以降を選択する回答が大幅に増加し、

14時台以前を選択する回答が大幅に減少しています。 

 

小学生
ｎ＝467

12.8 22.5 57.4 7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

小学生
ｎ＝330

8.8 19.1 67.0 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台以降

無回答

(％)

0.0 

0.6 

2.4 

7.3 

17.0 

31.5 

35.8 

3.6 

1.8

32.6 

29.3 

28.3 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3

0 10 20 30 40

令和６年度

ｎ＝165

平成30年度

ｎ＝92

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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◎育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）育児休業給付、保険料免除の認知度（単数回答） 

【就学前：問30】 

 

 

育児休業給付、保険料免除の認知度については、就学前児童において「育児休業給付、保険料免除

のいずれも知っていた」が48.7％と最も多く、次いで「育児休業給付のみ知っていた」が30.2％、

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」が18.2％などとなっています。 

平成30年度と比較すると、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」が15.7ポイント増

加し、「育児休業給付のみ知っていた」「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」がそれ

ぞれ5.0ポイント以上減少しています。 

 

就学前児童
ｎ＝610

48.7 30.2 1.3 18.2 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答

就学前児童
ｎ＝1,317

33.0 38.6 1.2 25.7 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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（２）育児休業の取得状況（単数回答） 

【就学前：問31】 

 

 

育児休業の取得状況については、母親において「取得した（取得中である）」が50.9％と最も多

く、次いで「働いていなかった」が39.3％、「取得していない」が9.3％となっています。父親にお

いては「取得していない」が72.6％と最も多く、次いで「取得した（取得中である）」が22.8％など

となっています。 

平成30年度と比較すると、母親において「取得した（取得中である）」が16.1ポイント増加し、

「働いていなかった」「取得していない」がそれぞれ5.0ポイント上減少しています。父親において

は、「取得した（取得中である）」が20.0ポイント増加し、「取得していない」が16.2ポイント減少し

ています。 

 

 

母親
ｎ＝603

父親
ｎ＝583

39.3 

0.5 

50.9 

22.8 

9.3 

72.6 

0.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 無回答
母親

ｎ＝1,293

父親
ｎ＝1,245

49.4 

0.5 

34.8 

2.8 

14.7 

88.8 

1.1 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 無回答

＜令和６年度＞ 

＜平成30年度＞ 
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（３）育児休業を取得していない理由（複数回答可） 

【就学前：問31】 

 

育児休業を取得していない理由については、母親において「子育てや家事に専念するために退職し

た」が35.7％と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかっ

た）」が16.1％、「仕事が忙しかった」「配偶者が無職、祖父母などの親族にみてもらえるなど、制度

を利用する必要がなかった」「有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった」がいずれも

8.9％などとなっています。 

平成30年度と比較すると、母親において「子育てや家事に専念するために退職した」「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」が10.0ポイント以上減少しています。父親においては、「配偶者

が無職、祖父母などの親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が13.4ポイント減

少し、「収入減となり、経済的に苦しくなる」「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」がそれ

ぞれ5.0ポイント以上増加しています。 

 

 

母親 父親

(％) (％)

子育てや家事に専念するために退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に
定めがなかった）

仕事が忙しかった

配偶者が無職、祖父母などの親族にみてもらえ
るなど、制度を利用する必要がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさな
かった

仕事に戻るのが難しそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を
取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

35.7 

16.1 

8.9 

8.9 

8.9 

7.1 

7.1 

7.1 

5.4 

3.6 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

19.6 

8.9 

48.9 

18.9 

4.2 

3.7 

9.5 

7.9 

2.6 

3.7 

4.7 

15.3 

0.0 

0.0 

2.1 

3.2 

11.1 

4.2 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝56

平成30年度

ｎ＝190

0.2 

8.5 

38.5 

27.7 

0.5 

4.3 

37.4 

2.1 

0.7 

34.5 

8.0 

32.4 

2.1 

0.0 

7.6 

3.1 

0.2 

7.3 

35.7 

41.1 

0.0 

5.1 

28.1 

1.3 

0.3 

28.8 

5.5 

28.8 

2.3 

0.0 

3.3 

2.5 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝423

平成30年度

ｎ＝1106
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◎裾野市の子育てに関する一般的な事項について 

（１）裾野市で実施している事業の認知度（単数回答） 

【就学前：問32、小学生：問20】 

＜就学前児童＞ 

 

裾野市で実施している事業の認知度については、就学前児童において「知っている」が多いものの

上位３項目は、【⑩健康推進課の健診事業】が93.9％、【⑬受診票（母子健康手帳別冊）による個別健

診】が92.0％、【①保育園などの時間延長保育】、【⑨健康推進課の訪問事業】がともに89.3％の順と

なっています。一方、「知っている」が少ないものは、【⑫家庭児童相談室】が49.5％、【⑪ファミリ

ー・サポート・センター】が53.8％、【④児童館・親子交流スペース（すこっぷ）】が67.4％の順と

なっています。 

 

ｎ＝610

① 保育園などの時間延長保育

② 病児・病後児保育

③ 保育園などの一時預かり

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ）

⑤ 保育園などの園庭などの開放

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 健康推進課の教室

⑧ 健康推進課の相談事業

⑨ 健康推進課の訪問事業

⑩ 健康推進課の健診事業

⑪ ファミリー・サポート・センター

⑫ 家庭児童相談室

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診

89.3 

85.6 

86.6 

67.4 

68.9 

78.9 

87.4 

84.1 

89.3 

93.9 

53.8 

49.5 

92.0 

8.5 

12.6 

11.1 

30.7 

28.5 

19.5 

11.0 

14.1 

9.0 

4.3 

43.8 

48.4 

6.2 

2.1 

1.8 

2.3 

2.0 

2.6 

1.6 

1.6 

1.8 

1.6 

1.8 

2.5 

2.1 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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＜小学生＞ 

 
小学生において「知っている」が多いものの上位３項目は、【⑩健康推進課の健診事業】が

93.2％、【①保育園などの時間延長保育】、【⑬受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】がとも

に92.5％、【③保育園などの一時預かり】が87.0％の順となっています。一方、「知っている」が少

ないものは、【⑫家庭児童相談室】が55.3％、【⑪ファミリー・サポート・センター】が59.2％、【④

児童館・親子交流スペース（すこっぷ）】が59.4％の順となっています。 

 

 

ｎ＝571

① 保育園などの時間延長保育

② 病児・病後児保育

③ 保育園などの一時預かり

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ）

⑤ 保育園などの園庭などの開放

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 健康推進課の教室

⑧ 健康推進課の相談事業

⑨ 健康推進課の訪問事業

⑩ 健康推進課の健診事業

⑪ ファミリー・サポート・センター

⑫ 家庭児童相談室

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診

92.5 

76.4 

87.0 

59.4 

72.2 

81.1 

85.1 

80.7 

84.1 

93.2 

59.2 

55.3 

92.5 

6.3 

22.1 

11.4 

38.9 

26.4 

17.7 

13.7 

17.5 

14.4 

5.8 

39.4 

42.4 

6.7 

1.2 

1.6 

1.6 

1.8 

1.4 

1.2 

1.2 

1.8 

1.6 

1.1 

1.4 

2.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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（２）裾野市で実施している事業の利用経験の有無（単数回答） 

【就学前：問32、小学生：問20】 

＜就学前児童＞ 

 

利用経験については、就学前児童において「利用したことがある」が多いものの上位３項目は、【⑬

受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】が77.4％、【⑩健康推進課の健診事業】が70.8％、

【⑨健康推進課の訪問事業】が70.5％の順となっています。一方、「利用したことがある」が少ない

ものは、【⑪ファミリー・サポート・センター】が1.8％、【⑫家庭児童相談室】が4.3％、【②病児・

病後児保育】が8.0％の順となっています。 

 

ｎ＝610

① 保育園などの時間延長保育

② 病児・病後児保育

③ 保育園などの一時預かり

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ）

⑤ 保育園などの園庭などの開放

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 健康推進課の教室

⑧ 健康推進課の相談事業

⑨ 健康推進課の訪問事業

⑩ 健康推進課の健診事業

⑪ ファミリー・サポート・センター

⑫ 家庭児童相談室

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診

25.1 

8.0 

22.1 

39.7 

29.5 

42.0 

55.4 

34.8 

70.5 

70.8 

1.8 

4.3 

77.4 

66.4 

83.3 

70.3 

55.7 

64.4 

52.3 

38.7 

58.4 

23.9 

22.8 

93.9 

90.3 

16.1 

8.5 

8.7 

7.5 

4.6 

6.1 

5.7 

5.9 

6.9 

5.6 

6.4 

4.3 

5.4 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことはない 無回答
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＜小学生＞ 

 
小学生において「利用したことがある」が多いものの上位３項目は、【⑩健康推進課の健診事業】が

82.3％、【⑬受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】が77.1％、【⑨健康推進課の訪問事業】

が63.6％の順となっています。一方、「利用したことがある」が少ないものは、【②病児・病後児保

育】が3.9％、【⑪ファミリー・サポート・センター】が4.4％、【⑫家庭児童相談室】が6.0％の順と

なっています。 

 

 

ｎ＝571

① 保育園などの時間延長保育

② 病児・病後児保育

③ 保育園などの一時預かり

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ）

⑤ 保育園などの園庭などの開放

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 健康推進課の教室

⑧ 健康推進課の相談事業

⑨ 健康推進課の訪問事業

⑩ 健康推進課の健診事業

⑪ ファミリー・サポート・センター

⑫ 家庭児童相談室

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診

41.5 

3.9 

28.2 

30.6 

40.6 

45.0 

59.4 

33.8 

63.6 

82.3 

4.4 

6.0 

77.1 

53.4 

90.5 

66.4 

65.1 

54.8 

50.1 

35.6 

60.2 

30.5 

12.6 

90.9 

88.8 

18.0 

5.1 

5.6 

5.4 

4.2 

4.6 

4.9 

5.1 

6.0 

6.0 

5.1 

4.7 

5.3 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことはない 無回答
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（３）利用した事業の満足度 

【就学前：問32、小学生：問20】 

＜就学前児童＞ 

 

利用した事業の満足度については、就学前児童において平均点が高いものの上位３項目は、【②病

児・病後児保育】が4.35点、【⑬受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診】が4.34点、【①保育

園などの時間延長保育】が4.28点の順となっています。一方、平均点が低いものは、【⑫家庭児童相

談室】が3.78点、【⑥地域子育て支援センター】が3.91点、【⑧健康推進課の相談事業】、【⑩健康推

進課の健診事業】がともに3.94点の順となっています。 

 

① 保育園などの時間延長保育 ｎ＝ 153 4.28 点

② 病児・病後児保育 ｎ＝ 49 4.35 点

③ 保育園などの一時預かり ｎ＝ 135 3.95 点

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ） ｎ＝ 242 4.01 点

⑤ 保育園などの園庭などの開放 ｎ＝ 180 4.09 点

⑥ 地域子育て支援センター ｎ＝ 256 3.91 点

⑦ 健康推進課の教室 ｎ＝ 338 3.95 点

⑧ 健康推進課の相談事業 ｎ＝ 212 3.94 点

⑨ 健康推進課の訪問事業 ｎ＝ 430 4.18 点

⑩ 健康推進課の健診事業 ｎ＝ 432 3.94 点

⑪ ファミリー・サポート・センター ｎ＝ 11 4.00 点

⑫ 家庭児童相談室 ｎ＝ 26 3.78 点

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診 ｎ＝ 472 4.34 点

<平均>

0.4 

0.5 

0.7 

0.7 

3.0 

0.4 

1.1 

1.6 

1.2 

2.4 

2.3 

1.6 

3.8 

0.8 

7.8 

4.1 

5.2 

4.1 

4.4 

3.9 

5.9 

6.6 

3.0 

5.6 

9.1 

7.7 

2.1 

8.5 

6.1 

23.7 

24.0 

18.9 

24.2 

22.2 

22.6 

16.0 

23.1 

9.1 

15.4 

15.0 

24.2 

28.6 

25.2 

31.8 

27.2 

30.9 

28.7 

24.5 

22.6 

22.7 

27.3 

15.4 

19.9 

52.3 

42.9 

37.8 

34.7 

38.9 

29.7 

33.4 

37.3 

47.4 

36.1 

27.3 

26.9 

52.1 

6.5 

18.4 

5.2 

5.0 

9.4 

9.4 

8.6 

6.6 

8.1 

10.2 

27.3 

30.8 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 無回答
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＜小学生＞ 

 
小学生において平均点が高いものの上位３項目は、【⑬受診票（母子健康手帳別冊）による個別健

診】が4.25点、【⑨健康推進課の訪問事業】が4.20点、【②病児・病後児保育】が4.19点の順となっ

ています。一方、平均点が低いものは、【⑫家庭児童相談室】が3.55点、【⑪ファミリー・サポート・

センター】が3.79点、【③保育園などの一時預かり】が3.84点の順となっています。 

 

① 保育園などの時間延長保育 ｎ＝ 237 4.13 点

② 病児・病後児保育 ｎ＝ 22 4.19 点

③ 保育園などの一時預かり ｎ＝ 161 3.84 点

④ 児童館・親子交流スペース（すこっぷ） ｎ＝ 175 3.91 点

⑤ 保育園などの園庭などの開放 ｎ＝ 232 4.15 点

⑥ 地域子育て支援センター ｎ＝ 257 3.88 点

⑦ 健康推進課の教室 ｎ＝ 339 3.98 点

⑧ 健康推進課の相談事業 ｎ＝ 193 3.94 点

⑨ 健康推進課の訪問事業 ｎ＝ 363 4.20 点

⑩ 健康推進課の健診事業 ｎ＝ 470 4.00 点

⑪ ファミリー・サポート・センター ｎ＝ 25 3.79 点

⑫ 家庭児童相談室 ｎ＝ 34 3.55 点

⑬ 受診票（母子健康手帳別冊）による個別健診 ｎ＝ 440 4.25 点

<平均>
0.4 

0.6 

0.6 

4.0 

0.5 

2.1 

4.5 

5.0 

1.7 

0.4 

2.3 

1.2 

1.6 

1.1 

1.1 

11.8 

0.5 

5.9 

8.1 

1.7 

5.2 

3.9 

5.6 

5.7 

4.1 

5.1 

5.9 

3.2 

13.5 

22.7 

20.5 

30.9 

17.7 

24.9 

19.2 

21.2 

17.9 

20.2 

32.0 

14.7 

15.9 

26.6 

13.6 

26.1 

26.9 

22.8 

30.7 

31.0 

31.1 

20.9 

27.7 

32.0 

29.4 

21.8 

45.1 

54.5 

36.0 

31.4 

43.1 

28.4 

34.2 

31.6 

47.9 

36.6 

28.0 

23.5 

48.2 

6.3 

4.5 

4.3 

7.4 

10.8 

9.7 

8.3 

8.8 

8.0 

8.7 

4.0 

14.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 無回答
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（４）裾野市での子育ては楽しいか（単数回答） 

【就学前：問33、小学生：問21】 

 

 

裾野市での子育てが楽しいかについては、就学前児童において「楽しいと感じることの方が多い」

が63.1％と最も多く、次いで「楽しい・辛いと感じることが同じくらい」が28.2％、「辛いと感じる

ことの方が多い」が3.4％などとなっています。小学生においても「楽しいと感じることの方が多

い」が60.1％と最も多く、次いで「楽しい・辛いと感じることが同じくらい」が30.8％、「辛いと感

じることの方が多い」が3.3％などとなっています。 

 
 

就学前児童
ｎ＝610

小学生
ｎ＝571

63.1 

60.1 

28.2 

30.8 

3.4 

3.3 

2.5 

3.5 

2.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しいと感じることの方が多い

楽しい・辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

無回答
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（５）子育てにおいて悩んでいること（複数回答可） 

【就学前：問34、小学生：問22】 

 

子育てにおいて悩んでいることについては、就学前児童において「遊ばせ方やしつけに関するこ

と」が57.2％と最も多く、次いで「仕事と子育ての両立に関すること」が46.6％、「食育や栄養に関

すること」が44.1％などとなっています。小学生においては「子どもの教育・学校に関すること」が

38.5％と最も多く、次いで「子どもの養育費など経済的なこと」が38.4％、「遊ばせ方やしつけに関

すること」が33.6％などとなっています。 
 

 

遊ばせ方やしつけに関すること

仕事と子育ての両立に関すること

食育や栄養に関すること

子どもの養育費など経済的なこと

子どもの教育・学校に関すること

子どもの将来への不安

病気や発達に関すること

子どもの友だち関係に関すること

子どもの保護者同士の関わり方のこと

子育ての情報が入手しにくいこと

子ども部屋の確保など住宅に関すること

子育てが精神的に負担なこと

祖父母との子育てに関する考え方の相違

子どもに手をあげてしまうこと

その他

特に悩んでいることはない

無回答

(％)

57.2 

46.6 

44.1 

42.1 

35.4 

29.8 

28.9 

21.5 

19.5 

14.4 

12.0 

10.2 

5.7 

2.1 

3.0 

10.2 

0.8 

33.6 

32.6 

22.1 

38.4 

38.5 

33.1 

18.0 

28.5 

11.0 

6.8 

8.6 

4.6 

5.1 

1.6 

1.9 

16.1 

0.9 

0 20 40 60 80

就学前児童

ｎ＝610

小学生

ｎ＝571
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（６）裾野市は子育てしやすいまちだと思うか（単数回答） 

【就学前：問35、小学生：問23】 

 

＜就学前児童＞ 

 

＜小学生＞ 

 

 

裾野市は子育てしやすいまちだと思うかについては、就学前児童において「どちらともいえない」

が32.3％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思う」が25.4％、「どちらかといえばそう思わ

ない」が23.6％などとなっています。また、『そう思う』（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思

う」）は31.6％、『そう思わない』（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）は35.6％

となります。 

小学生においては「どちらともいえない」が31.0％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思

う」が30.1％、「どちらかといえばそう思わない」が22.2％などとなっています。また、『そう思

う』（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）は37.0％、『そう思わない』（「そう思わない」＋

「どちらかといえばそう思わない」）は31.5％となります。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において『そう思う』が18.7ポイント、小学生におい

ても『そう思う』が11.3ポイント減少しています。 

 

 

令和６年度
ｎ＝610

平成30年度
ｎ＝1,317

6.2 

10.6 

25.4 

39.7 

32.3 

21.7 

23.6 

19.8 

12.0 

6.9 

0.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答

令和６年度
ｎ＝571

平成30年度
ｎ＝402

6.8 

10.0 

30.1 

38.3 

31.0 

28.9 

22.2 

16.4 

9.3 

6.2 

0.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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（７）（６）で『そう思う』と回答した方のみ 

子育てしやすいまちだと思う理由（複数回答可） 

【就学前：問36、小学生：問24】 

 

【平成3０年度調査における各選択肢について】 

 

※就学前児童・小学生について、「特にない」は選択肢として設けられていなかった。 

 

※小学生について、「保育園、こども園などが利用しやすい」は選択肢として設けられていなかった。 

 

子育てしやすいまちだと思う理由については、就学前児童において「自然環境が良い」が57.5％と

最も多く、次いで「住環境が良い」が51.3％、「保育園、こども園などが利用しやすい」が37.3％な

どとなっています。小学生においては「自然環境が良い」が60.7％と最も多く、次いで「住環境が良

い」が52.6％、「職場と住居が近い」が31.3％などとなっています。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において「保育園、こども園などが利用しやすい」「住

環境が良い」が5.0ポイント以上増加、「地域の子育て支援の事業が充実している」「近所づきあいや

地域活動が盛んである」が5.0ポイント以上減少しています。小学生においては「住環境が良い」が

7.2ポイント増加、「近所づきあいや地域活動が盛んである」が7.5ポイント減少しています。 

 

＜就学前児童＞ ＜小学生＞

(％) (％)

自然環境が良い

住環境が良い

保育園、こども園などが利用しやすい

職場と住居が近い

事故や犯罪が少ない

公園など子どもの遊び場が多い

地域の子育て支援の事業が充実している

交通機関が便利である

近所づきあいや地域活動が盛んである

子育てに関する情報を得やすい

その他

特にない

無回答

57.5 

51.3 

37.3 

23.3 

17.6 

13.5 

12.4 

10.4 

9.3 

4.7 

3.6 

3.1 

0.5 

60.3 

45.3 

20.2 

22.2 

20.8 

10.9 

20.7 

9.5 

14.8 

5.4 

2.4 

0.9 

0 40 80

令和６年度

ｎ＝193

平成30年度

ｎ＝662

60.7 

52.6 

21.8 

31.3 

29.9 

11.8 

7.1 

7.6 

15.2 

3.3 

4.7 

1.9 

0.5 

59.8 

45.4 

27.3 

28.4 

8.2 

10.3 

7.2 

22.7 

4.6 

3.1 

1.0 

0 40 80

令和６年度

ｎ＝211

平成30年度

ｎ＝194
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（８）（６）で『そう思わない』と回答した方のみ 

子育てしやすいまちだと思わない理由（複数回答可） 

【就学前：問37、小学生：問25】 

 

【平成3０年度調査における各選択肢について】 

 

※就学前児童・小学生について、「特にない」は選択肢として設けられていなかった。 

 

※小学生について、「保育園、こども園などに空きがない」は選択肢として設けられていなかった。 

 

子育てしやすいまちだと思わない理由については、就学前児童において「公園など子どもの遊び場

が少ない」が89.4％と最も多く、次いで「地域の子育て支援の事業が充実していない」が55.3％、

「交通機関が不便である」が49.3％などとなっています。小学生においては「公園など子どもの遊び

場が少ない」が86.7％と最も多く、次いで「交通機関が不便である」が62.2％、「地域の子育て支援

の事業が充実していない」が41.1％などとなっています。 

平成30年度調査と比較すると、就学前児童において「地域の子育て支援の事業が充実していない」

「自然環境が良くない」「公園など子どもの遊び場が少ない」などが5.0ポイント以上増加し、「保育

園、こども園などに空きがない」が23.6ポイント減少しています。小学生においては「子育てに関す

る情報を得にくい」「住環境が良くない」「近所づきあいや地域活動が盛んではない」が5.0ポイント

以上増加しています。 

 

 

＜就学前児童＞ ＜小学生＞

(％) (％)

公園など子どもの遊び場が少ない

地域の子育て支援の事業が充実していない

交通機関が不便である

子育てに関する情報を得にくい

住環境が良くない

保育園、こども園などに空きがない

近所づきあいや地域活動が盛んではない

自然環境が良くない

職場と住居が遠い

事故や犯罪が多く危険を感じる

その他

特にない

無回答

89.4 

55.3 

49.3 

39.6 

18.4 

18.4 

16.1 

11.1 

7.4 

6.9 

31.3 

0.0 

0.0 

82.7 

43.8 

53.4 

33.5 

15.6 

42.0 

11.6 

4.3 

11.1 

4.8 

17.6 

0.0 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝217

平成30年度

ｎ＝352

86.7 

41.1 

62.2 

31.7 

16.7 

15.0 

11.7 

6.1 

6.1 

5.6 

32.8 

0.0 

0.0 

86.8 

40.7 

64.8 

20.9 

11.0 

6.6 

4.4 

6.6 

8.8 

26.4 

0.0 

0 50 100

令和６年度

ｎ＝180

平成30年度

ｎ＝91
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（９）日常の子育てを楽しく、安心して行うために必要なサービス（複数回答可） 

【就学前：問39、小学生：問27】 

 
日常の子育てを楽しく、安心して行うために必要なサービスについては、就学前児童において「子

どもを遊ばせる場や機会の提供」が76.4％と最も多く、次いで「親のリフレッシュの場や機会の提

供」が51.1％、「子育てに関する総合的な情報提供」が39.5％などとなっています。小学生において

も「子どもを遊ばせる場や機会の提供」が64.8％と最も多く、次いで「親のリフレッシュの場や機会

の提供」が36.6％、「子育てに関する総合的な情報提供」が36.3％などとなっています。 
 

子どもを遊ばせる場や機会の提供

親のリフレッシュの場や機会の提供

子育てに関する総合的な情報提供

親の不安や悩みの相談

しつけや基本的な生活習慣について学ぶ場

子どもの発達や幼児教育のプログラムの提供

父親の育児参加に関する意識啓発

子育て中の親同士の仲間づくり

子どもの病気や障がいについての相談

子育てについての講座

その他

特にない

無回答

(％)

76.4 

51.1 

39.5 

38.7 

27.2 

26.9 

26.6 

24.1 

21.8 

17.0 

9.8 

4.8 

1.3 

64.8 

36.6 

36.3 

33.5 

20.8 

21.9 

22.9 

16.8 

20.1 

10.3 

9.1 

8.8 

1.1 

0 50 100

就学前児童

ｎ＝610

小学生

ｎ＝571
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（10）現在の子育て環境などを踏まえた裾野市の子育て支援施策に対する満足度・重要度 

【就学前：問40、小学生：問28】 

 

＜就学前児童・満足度＞ 

 

子育て支援施策に対する満足度については、満足度が最も高い項目は、就学前児童において【①母

子保健体制の整備】で、『満足』（「満足」＋「まあ満足」）が86.7％、評価点が1.17点となっていま

す。次に満足度が高いのは【⑦子育てについて学べる機会の充実】が70.0％（0.58点）、【⑤子育て

について相談しやすい環境の整備】が68.0％（0.51点）の順となっています。 

一方、満足度が最も低い項目は【②子どもの遊び場の充実】で、『不満』（「不満」＋「やや不満」）

が73.3％、評価点が-0.85点となっています。次に満足度が低いのは【⑧仕事と家庭生活の調和（ワ

ークライフバランス）の実現のための啓発】が47.2％（-0.09点）、【⑩多様な子育て家庭への支援の

推進】が36.4％（0.14点）の順となっています。 
 

ｎ＝610

① 母子保健体制の整備

② 子どもの遊び場の充実

③ 放課後児童室に関する施策の充実

④ 子育ての手助けに関する施策の充実

⑤ 子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥ 親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦ 子育てについて学べる機会の充実

⑧
仕事と家庭生活の調和（ワークライフバ
ランス）の実現のための啓発

⑨ 障がい児施策の充実

⑩ 多様な子育て家庭への支援の推進

1.17 

-0.85 

0.21 

0.21 

0.51 

0.20 

0.58 

-0.09 

0.31 

0.14 

-2.00 0.00 2.00

38.0 

3.9 

6.6 

5.4 

9.8 

6.4 

11.8 

6.7 

5.7 

5.7 

48.7 

20.2 

44.4 

50.2 

58.2 

49.5 

58.2 

39.2 

49.7 

45.7 

7.9 

35.7 

26.6 

27.2 

20.7 

29.0 

18.9 

33.1 

22.6 

27.9 

2.0 

37.5 

6.7 

7.5 

4.6 

7.5 

4.3 

14.1 

6.1 

8.5 

3.4 

2.6 

15.7 

9.7 

6.7 

7.5 

6.9 

6.9 

15.9 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答
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＜就学前児童・重要度＞ 

 

子育て支援施策に対する重要度については、重要度が最も高い項目は、就学前児童において【②子

どもの遊び場の充実】で、『重要』（「重要」＋「まあ重要」）が95.1％、評価点が1.75点となってい

ます。次に重要度が高いのは【①母子保健体制の整備】が93.8％（1.73点）、【③放課後児童室に関

する施策の充実】が84.9％（1.46点）の順となっています。 

一方、重要度が最も低い項目は【⑦子育てについて学べる機会の充実】で、『重要でない』（「重要で

ない」＋「あまり重要でない」）が21.0％、評価点が0.85点となっています。次に重要度が低いのは

【⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実】が11.8％（1.14点）、【④子育ての手助けに関する施

策の充実】が10.7％（1.20点）の順となっています。 
 

ｎ＝610

① 母子保健体制の整備

② 子どもの遊び場の充実

③ 放課後児童室に関する施策の充実

④ 子育ての手助けに関する施策の充実

⑤ 子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥ 親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦ 子育てについて学べる機会の充実

⑧
仕事と家庭生活の調和（ワークライフバ
ランス）の実現のための啓発

⑨ 障がい児施策の充実

⑩ 多様な子育て家庭への支援の推進

1.73 

1.75 

1.46 

1.20 

1.25 

1.14 

0.85 

1.42 

1.45 

1.42 

-2.00 0.00 2.00

73.4 

74.1 

53.1 

41.8 

45.2 

38.7 

31.1 

57.5 

54.3 

53.0 

20.3 

21.0 

31.8 

41.0 

40.0 

44.4 

42.6 

29.0 

30.5 

33.0 

1.5 

0.7 

4.9 

8.5 

9.3 

10.3 

17.2 

5.9 

4.6 

4.1 

0.2 

0.2 

0.5 

2.1 

1.0 

1.5 

3.8 

2.1 

1.5 

2.0 

4.6 

4.1 

9.7 

6.6 

4.4 

5.1 

5.2 

5.4 

9.2 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 まあ重要 あまり重要でない 重要でない 無回答
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＜就学前児童・評価点による散布図＞ 

 

 

 

 

項目 満足度 重要度 

①母子保健体制の整備 1.17 1.73 

②子どもの遊び場の充実 -0.85 1.75 

③放課後児童室に関する施策の充実 0.21 1.46 

④子育ての手助けに関する施策の充実 0.21 1.20 

⑤子育てについて相談しやすい環境の整備 0.51 1.25 

⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実 0.20 1.14 

⑦子育てについて学べる機会の充実 0.58 0.85 

⑧仕事と家庭生活の調和（ワークライフバランス）の実現のための啓発 -0.09 1.42 

⑨障がい児施策の充実 0.31 1.45 

⑩多様な子育て家庭への支援の推進 0.14 1.42 

 

散布図でみると、すべての項目において重要度が高くなっています。そのうち、【①母子保健体制の

整備】は満足度が最も高くなっています。一方、【②子どもの遊び場の充実】は、重要度は高いもの

の、満足度は最も低くなっています。 
 

①母子保健体制の整備②子どもの遊び場の充実 ③放課後児童室に関する施策の充実

④子育ての手助けに関する施策の充実

⑤子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦子育てについて学べる機会の充実

⑧仕事と家庭生活の調和（ワークライフバランス）

の実現のための啓発

⑨障がい児施策の充実

⑩多様な子育て家庭への支援の推進

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

高
い 

 
 

重
要
度 

 
 

低
い 

低い   満足度   高い 
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＜小学生・満足度＞ 

 

子育て支援施策に対する満足度については、満足度が最も高い項目は、小学生において【①母子保

健体制の整備】で、『満足』（「満足」＋「まあ満足」）が90.4％、評価点が1.24点となっています。

次に満足度が高いのは【⑦子育てについて学べる機会の充実】が75.0％（0.65点）、【⑤子育てにつ

いて相談しやすい環境の整備】が69.0％（0.51点）の順となっています。 

一方、満足度が最も低い項目は【②子どもの遊び場の充実】で、『不満』（「不満」＋「やや不満」）

が74.6％、評価点が-0.83点となっています。次に満足度が低いのは【⑧仕事と家庭生活の調和（ワ

ークライフバランス）の実現のための啓発】が45.4％（-0.02点）、【⑥親や子どもが交流できる場・

機会の充実】が39.8％（0.13点）の順となっています。 
 
 
 
 

ｎ＝571

① 母子保健体制の整備

② 子どもの遊び場の充実

③ 放課後児童室に関する施策の充実

④ 子育ての手助けに関する施策の充実

⑤ 子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥ 親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦ 子育てについて学べる機会の充実

⑧
仕事と家庭生活の調和（ワークライフバ
ランス）の実現のための啓発

⑨ 障がい児施策の充実

⑩ 多様な子育て家庭への支援の推進

1.24 

-0.83 

0.40 

0.34 

0.51 

0.13 

0.65 

-0.02 

0.34 

0.15 

-2.00 0.00 2.00

38.9 

5.1 

14.4 

6.3 

8.2 

4.7 

8.9 

5.8 

6.7 

5.3 

51.5 

19.1 

48.9 

56.7 

60.8 

50.8 

66.0 

42.9 

52.9 

48.0 

4.6 

37.8 

21.7 

22.2 

20.5 

32.0 

17.3 

34.2 

22.1 

29.1 

2.3 

36.8 

9.3 

7.9 

4.6 

7.7 

2.5 

11.2 

7.2 

8.1 

2.8 

1.2 

5.8 

6.8 

6.0 

4.7 

5.3 

6.0 

11.2 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 やや不満 不満 無回答
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＜小学生・重要度＞ 

 

子育て支援施策に対する重要度については、重要度が最も高い項目は、小学生において【①母子保

健体制の整備】で、『重要』（「重要」＋「まあ重要」）が94.4％、評価点が1.71点となっています。

次に重要度が高いのは【②子どもの遊び場の充実】が95.3％（1.68点）、【⑨障がい児施策の充実】

が88.1％（1.47点）の順となっています。 

一方、重要度が最も低い項目は【⑦子育てについて学べる機会の充実】で、『重要でない』（「重要で

ない」＋「あまり重要でない」）が23.6％、評価点が0.71点となっています。次に重要度が低いのは

【⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実】が15.8％（0.97点）、【④子育ての手助けに関する施

策の充実】が15.1％（1.00点）の順となっています。 
 
 

ｎ＝571

① 母子保健体制の整備

② 子どもの遊び場の充実

③ 放課後児童室に関する施策の充実

④ 子育ての手助けに関する施策の充実

⑤ 子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥ 親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦ 子育てについて学べる機会の充実

⑧
仕事と家庭生活の調和（ワークライフバ
ランス）の実現のための啓発

⑨ 障がい児施策の充実

⑩ 多様な子育て家庭への支援の推進

1.71 

1.68 

1.39 

1.00 

1.11 

0.97 

0.71 

1.32 

1.47 

1.40 

-2.00 0.00 2.00

70.6 

68.7 

51.3 

33.3 

37.0 

31.2 

23.6 

50.6 

55.9 

52.5 

23.8 

26.6 

38.4 

47.3 

46.8 

49.2 

48.3 

35.7 

32.2 

34.5 

1.2 

1.2 

4.6 

12.3 

10.0 

13.1 

19.6 

7.2 

3.2 

5.1 

0.2 

0.2 

1.8 

2.8 

2.1 

2.6 

4.0 

1.9 

1.9 

1.6 

4.2 

3.3 

4.0 

4.4 

4.2 

3.9 

4.4 

4.6 

6.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 まあ重要 あまり重要でない 重要でない 無回答
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＜小学生・評価点による散布図＞ 

 

 

 

 

項目 満足度 重要度 

①母子保健体制の整備 1.17 1.73 

②子どもの遊び場の充実 -0.85 1.75 

③放課後児童室に関する施策の充実 0.21 1.46 

④子育ての手助けに関する施策の充実 0.21 1.20 

⑤子育てについて相談しやすい環境の整備 0.51 1.25 

⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実 0.20 1.14 

⑦子育てについて学べる機会の充実 0.58 0.85 

⑧仕事と家庭生活の調和（ワークライフバランス）の実現のための啓発 -0.09 1.42 

⑨障がい児施策の充実 0.31 1.45 

⑩多様な子育て家庭への支援の推進 0.14 1.42 

 

散布図でみると、すべての項目において重要度が高くなっています。そのうち、【①母子保健体制の

整備】は満足度が最も高くなっています。一方、【②子どもの遊び場の充実】は、重要度は高いもの

の、満足度は最も低くなっています。 
 
 

①母子保健体制の整備②子どもの遊び場の充実

③放課後児童室に関する施策の充実

④子育ての手助けに関する施策の充実

⑤子育てについて相談しやすい環境の整備

⑥親や子どもが交流できる場・機会の充実

⑦子育てについて学べる機会の充実

⑧仕事と家庭生活の調和（ワークライフバランス）

の実現のための啓発

⑨障がい児施策の充実

⑩多様な子育て家庭への支援の推進
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（11）家庭において子どもに対し行っていること 

【就学前：問41、小学生：問29】 

 

＜就学前児童＞ 

 

家庭において子どもに対し行っていることについては、就学前児童において「している」が多いも

のの上位３項目は、【①お子さんのための服や靴を買う】が98.4％、【⑥お子さんに誕生日プレゼン

ト・お年玉をあげる】が93.3％、【③お子さんが必要とする文具や教材を買う】が91.1％の順となっ

ています。一方、「経済的な理由でしていない」が多いものは、【⑤お子さんが希望する習い事に通わ

せる】が5.7％、【⑦家族旅行（日帰りを含む）に行く】が5.1％、【④お子さんにおこづかいを定期的

に渡す】が3.1％の順となっています。 

 

ｎ＝610

① お子さんのための服や靴を買う

② お子さんのための本を買う

③ お子さんが必要とする文具や教材を買う

④ お子さんにおこづかいを定期的に渡す

⑤ お子さんが希望する習い事に通わせる

⑥ お子さんに誕生日プレゼント・お年玉をあげる

⑦ 家族旅行（日帰りを含む）に行く

⑧
お子さんの行事（運動会・保護者会など）へ親
が参加する

※0.0％非表示

98.4 

90.7 

91.1 

14.3 

39.8 

93.3 

86.6 

81.6 

0.5 

2.1 

0.3 

3.1 

5.7 

0.5 

5.1 

0.5 

6.6 

7.2 

80.2 

52.0 

5.1 

7.0 

17.0 

0.7 

0.7 

1.3 

2.5 

2.5 

1.1 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している 経済的な理由でしていない

その他の理由でしていない 無回答
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＜小学生＞ 

 

小学生においては「している」が多いものの上位３項目は、【④お子さんが必要とする文具や教材を

買う】が99.3％、【②お子さんのための服や靴を買う】、【⑨お子さんの行事（運動会・保護者会な

ど）へ親が参加する】が99.1％、【⑦お子さんに誕生日プレゼント・お年玉をあげる】が97.2％の順

となっています。一方、「経済的な理由でしていない」が多いものは、【⑥お子さんが希望する習い事

に通わせる】が8.1％、【⑧家族旅行（日帰りを含む）に行く】が7.0％、【⑤お子さんにおこづかいを

定期的に渡す】が4.7％の順となっています。 

 

 

 

ｎ＝571

①
お子さんをスポーツ少年団の活動や部活動に参
加させる

② お子さんのための服や靴を買う

③ お子さんのための本を買う

④ お子さんが必要とする文具や教材を買う

⑤ お子さんにおこづかいを定期的に渡す

⑥ お子さんが希望する習い事に通わせる

⑦ お子さんに誕生日プレゼント・お年玉をあげる

⑧ 家族旅行（日帰りを含む）に行く

⑨
お子さんの行事（運動会・保護者会など）へ親
が参加する

※0.0％非表示
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している 経済的な理由でしていない

その他の理由でしていない 無回答
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◎調査結果からみる課題・考察 

１．育児休業の取得状況について 

就学前児童において、子どもの父親の育休取得状況をみると、「取得した（取得中である）」が、

母親は約半数、父親は約２割と差異が大きく、母親と比較し取得率が低くなっています。また、父

親においては、育児休業を取得しなかった理由として、職場の雰囲気により取りづらかった・仕事

が忙しかったという項目が約３～４割と多くなっています。このことからも、育児休業の取りやす

い職場環境の整備が求められていることがわかります。 

２．裾野市で実施している事業の認知度について 

裾野市で実施している事業の認知度をみると、就学前児童・小学生ともに、裾野市で実施してい

る事業のうち、ファミリー・サポート・センターや家庭児童相談室の認知度が他項目と比較しやや

低くなっています。どちらの事業も、就学前児童は約半数、小学生は約半数～６割にとどまってい

る一方、他の健康推進課が実施する相談事業や訪問事業は、認知度が約８～９割と高くなっていま

す。また、子育てに関する支援情報の入手先として、就学前児童・小学生ともにインターネットや

ＳＮＳが活用されています。このことからも、事業内容や利用方法などを、インターネットを含め、

さまざまな方法で周知し、子育て家庭が入手しやすくすることが必要です。 

３．理想の子どもの人数より、現実的に子育て可能な子どもの人数が少ない理由について 

理想の子どもの人数より、現実的に子育て可能な子どもの人数が少ない理由をみると、就学前児

童・小学生ともに「子育てにかかる費用が大変なため」が約８割となっています。他項目より比較的

多くなっていることから、年代にかかわらず、子育て家庭への経済的な支援の必要性がうかがえます。 

４．子育てしやすいまちだと思う具体的な理由について 

裾野市が子育てしやすいまちだと思う理由をみると、就学前児童において保育園、こども園が利

用しやすいという回答が約４割となり、平成 30 年度調査と比較すると 17.1 ポイント増加してい

ます。また、裾野市が子育てしやすいまちだと思わない理由をみると、就学前児童において保育園、

こども園などに空きがないという回答が18.4％と、平成30年度調査と比較すると23.6ポイント

減少しています。現行計画に基づいて施設整備等の教育・保育環境整備を進めており、それらの取

組みによって、子どもを預ける環境がやや改善していることがうかがえます。 

５．子ども・子育て施策に対するニーズについて 

裾野市が子育てしやすいまちだと思わない理由をみると、就学前児童・小学生ともに「公園など

子どもの遊び場が少ない」が９割弱と最も多くなっています。また、日常の子育てを楽しく、安心

して行うために必要なサービスについて尋ねた結果、就学前児童・小学生ともに「子どもを遊ばせ

る場や機会の提供」が最も多くなっています。さらに、裾野市の子育て支援施策に対する満足度・

重要度を尋ねた結果、「子どもの遊び場の充実」が最も満足度が低く、重要度が高いという結果にな

っています。以上の内容から、子ども・子育て家庭が利用できる遊び場の整備について、優先的に

取り組む必要性があります。地域子育て支援センターや令和６年度に開設した「こども家庭センタ

ー」に併設されている親子交流スペースについて利用促進を図るとともに、ニーズを踏まえて新た

な施設の整備を図ることが求められます。 


